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⾃⼰紹介

名前︓三尾 泰⼠ (みお たいし)

所属︓
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DNB ソリューション本部 Game Tech グループ
インダストリーソリューション部

好きな AWS サービス︓

Amazon CodeCatalyst AWS WAFAmazon GameLift
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AWS Black Belt Online Seminar とは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、
アマゾンウェブサービスジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWS の技術担当者が、AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

必須

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。

AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWSサポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 
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必須

https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
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シリーズ構成
• 全体像をお伝えする Overview 編
• 各機能の詳細についてお伝えする各機能編

シリーズの対象読者
• チーム開発をするすべてのアプリケーション開発者

Overview 編の対象読者
• Amazon CodeCatalyst の全体像を理解したい⽅

Black Belt Amazon CodeCatalystシリーズ
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Overview編

Spaces編

Projects, Blueprints編

Source repositories編

Dev Environments 編

Workflow 編

Issues 編

Identity, permissions, and access 編

Extensions 編
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1. Amazon CodeCatalystとは

2. Amazon CodeCatalystの全体像と概要

3. 料⾦

4. まとめ

⽬次
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Amazon CodeCatalystとは
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クラウドアプリケーション開発に必要なもの
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環境構築

アプリケーション
セキュリティ

リリース管理

組織内での
⼀貫性

テクノロジー
構成

ツールの運⽤

ツール
インテグレーション

コラボレーション
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クラウドアプリケーション開発に必要なもの
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環境構築

アプリケーション
セキュリティ

リリース管理

組織内での
⼀貫性

テクノロジー
構成

ツールの運⽤

ツール
インテグレーション

コラボレーション

これらの作業は
想像以上に⼤変ではないでしょうか︖
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実際、ビジネスに集中するため、
組織が統合ツールを求めることが増えています
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オーバーヘッド減少オーバーヘッド増加

⾃分で
ビルドする

オーダーメイド
ツールチェーン

サービス
スイート

統合された
体験

統合されている統合されていない
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Amazon CodeCatalyst: 統合ソフトウェア開発サービス
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計画

プロジェクト
管理

コラボレー
ション

コード

ビルド

テスト

デプロイ…

üマネージド
üオールインワン
ü統合されている
üセキュリティ重視
üフレキシブル
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CodeCatalystのメリット
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プロジェクトの
セットアップを加速

⽇々のワークフロー
を⾃動化 ⾃動化された環境 スムーズな

コラボレーション
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CodeCatalystと AWS Code シリーズの違い

各種ツールを統合したマネージドサービス
すぐに利⽤開始できる

カスタムツールチェーンの構築よりも
アプリケーション開発に集中できる

各種ツールを個別に提供する
= ビルディングブロック

CI/CD パイプラインの⾃動化を
チームに合わせて構築、カスタマイズできる
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CodeCatalyst Code シリーズ

CodeCatalyst の導⼊が効果的な場⾯
• これから Git や CI/CDを使った DevOps の取り組みを始めたい
• 複数のツールを組み合わせたパイプラインの維持管理が⼤変
• CI/CD パイプラインや Issue管理、Gitによるバージョン管理など、
アプリケーション開発に必要な構成⼀式をすぐに準備したい

• 協⼒会社とのコラボレーション環境を素早く⽤意したい
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Amazon CodeCatalystの
全体像と概要
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CodeCatalystの全体像
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AWS Builder ID / AWS IAM Identity Center

Space

AWS アカウント

Project

Source repository

Issue

Workflow

Dev Environment

…

Blueprint

作成 接続
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• 以下の⽅法で CodeCatalystにサインインすることが可能
§ AWS Builder ID

§ AWS IAM Identity Center を利⽤したフェデレーション

CodeCatalystへのサインイン
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個⼈が管理する ID で複数の組織や開発プロジェクトに参加

企業や組織が管理する ID で CodeCatalyst にアクセス
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• AWS 上の開発者のための個⼈ ID (無料)
§ CodeCatalystのほか、Amazon CodeWhispererや

AWS Training and Certificationなどで利⽤可能
§ MFA (多要素認証)対応

• AWS アカウントと AWS Builder ID

AWS Builder ID
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AWSリソースの⼊れ物
連絡先や⽀払い情報と紐づく

AWSアカウント

開発者個⼈を表す
IAM など既存のクレデンシャルとは独⽴

AWS Builder ID

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/signin/latest/userguide/sign-in-aws_builder_id.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/signin/latest/userguide/sign-in-aws_builder_id.html
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• Space
§ 部署、グループ、会社などの組織を表現する概念
§ 1つ以上の AWS アカウントと紐づける

– CodeCatalystの料⾦の請求先やリソースのデプロイ先となる

• Project
§ リモート開発環境、Git リモートリポジトリ、

CI/CD パイプライン、Issue 管理など、
チーム開発に必要なコンポーネントが
カプセル化されたコラボレーション空間

§ 空の状態で作成することも、
Blueprint (後述)を利⽤して作成することも可能

• Space/Project レベルで Role によるユーザーの権限管理が可能

Space, Project
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/spaces.html, https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/projects.html

Space (AnyCompany)

Project (EC サイト)
リモート開発環境

Issue管理

CI/CD パイプライン

Git リモートリポジトリ …

Project (コーポレートサイト)
リモート開発環境

Issue管理

CI/CD パイプライン

Git リモートリポジトリ …

Project (在庫管理システム)
リモート開発環境

Issue管理

CI/CD パイプライン

Git リモートリポジトリ …

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/spaces.html
https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/projects.html
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• アプリケーションコードやワークフロー、インフラの構成を定義した
Project のテンプレート

• Blueprint の種類
§ CodeCatalyst Blueprint

– CodeCatalystによって定義済みの Blueprint

– シングルページアプリケーション、Web 3 層構造、REST APIなど
AWS 上でよくあるアプリケーション開発プロジェクトを⽀援

§ Custom Blueprint (Enterprise tierのみ)

– ユーザーにより独⾃に定義された Blueprint

– チームのベストプラクティスを定義して推進することを⽀援

Blueprint
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すぐに開発が始められる

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/codecatalyst/latest/userguide/blueprints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/codecatalyst/latest/userguide/blueprints.html
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• Project ⽤の Gitリモートリポジトリ (複数作成可能)

• アプリケーションのコードやアセットだけでなく、
CI/CD パイプラインの設定など Project に関する設定の保存先になる

• CodeCatalyst内に作成、または GitHub上のリポジトリと接続
• コンソール上でのコンテンツ編集機能
• Pull Request 機能

§ Issue 機能とリンク

Source repository
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/source.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/source.html
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• クラウド上のマネージドな開発環境
• AWS Cloud9、Visual Studio Code、JetBrains IDEs から接続して利⽤可能

• devfile形式でプロジェクトツールや
ライブラリなどを設定して構築

• Free tier から利⽤可能

Dev Environment
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schemaVersion: 2.0.0
metadata:
  name: aws-universal
  version: 1.0.1
  displayName: AWS Universal
  description: Stack with AWS Universal Tooling
  tags:
    - aws
    - a12
  projectType: aws
  components:
    - name: aws-runtime
      container:
        image: public.ecr.aws/aws-mde/universal-image:1.0

…

セットアップや環境の複製が容易

使い慣れた IDE で開発ができる

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment.html
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• CI/CDパイプラインにおけるビルド、テスト、デプロイの⼿順を定義して
実⾏する機能

• YAML 形式で記述
§ コンソールからビジュアルエディタが利⽤可能

• Report機能でビルドやテストの結果を
出⼒し確認することが可能

• VPC 接続に対応
§ プライベートなリソースの変更が可能

Workflow
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/flows.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/flows.html
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• Project 内の課題管理機能
• 効率的に作業を追跡することが可能

§ カンバンボード
§ グリッド表⽰

• CodeCatalyst内に作成、または Jira と接続が可能

Issue
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/issues.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/issues.html
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• Search
§ Projectまたは Space内のコード、Issue、Project、ユーザーを検索可能

• AWS Support
§ CodeCatalyst内からサポートケースの起票と閲覧が可能
§ 2023 年 12⽉時点で⽇本語ケース⾮対応

• Amazon Q in Amazon CodeCatalyst (preview)
§ Issueと既存のソースコードから機能を開発して Pull Request を作成する機能
§ Pull Request の説明やコメントの要約を⽣成する機能

その他の機能
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/search.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/support.html

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/search.html
https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/support.html
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料⾦

25
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料⾦ ※2023 年 12 ⽉時点
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• 上記 Tier に応じて追加料⾦なしで利⽤可能なリソースが割り当てられる
§ Standard tier 以上では従量課⾦制の追加リソースを利⽤可能

• CodeCatalyst によって各 AWS アカウントにデプロイされたリソースの
利⽤料⾦は含まない

料⾦は Space ごとに計算され、3 階層の料⾦体系が⽤意されている

Free tier 1 ユーザーあたりの⽉額料⾦: $0

Standard tier 1 アクティブユーザー* あたりの⽉額料⾦: $4

Enterprise tier 1 ユーザーあたりの⽉額料⾦: $20

*当⽉に CodeCatalyst にログインしたユーザー

https://codecatalyst.aws/explore/pricing

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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追加料⾦なしで利⽤可能なリソース ※2023 年 12 ⽉時点
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カテゴリ Free tier Standard tier Enterprise tier

Workflow
コンピュート時間 2,000 分 / ⽉ 3,000 分 / ⽉ 1,500 分 x ユーザー数 / ⽉

Dev Environment
稼働時間 60 時間 / ⽉ 200 時間 / ⽉ 160時間 x ユーザー数 / ⽉

Dev Environment
合計ストレージ容量 64 GB 128 GB 64 GB x ユーザー数

Source repository, Package, 
Attachment (Issue)
合計ストレージ容量

10 GB 50 GB 500 GB

Package
リクエスト回数 10,000 回 / ⽉ 25,000 回 / ⽉ 25,000 回 x ユーザー数 / ⽉

データ転送 (アウト) 10 GB / ⽉ 10 GB / ⽉ 10 GB / ⽉
Amazon Q による機能開発
⽣成された Pull Request 数 - 15 件 / ⽉ 20 件 x ユーザー数 / ⽉

(300 件 / ⽉まで)

Amazon Q によるコメント要約と
Pull Request の説明⽣成回数 5 回 / ⽉ 15 回 / ⽉ 20 回 x ユーザー数 / ⽉

(300回 / ⽉まで)

https://codecatalyst.aws/explore/pricing

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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追加リソース料⾦ ※2023 年 12 ⽉時点

28

Standard tier Enterprise tier

OS インスタンスタイプ オンデマンド料⾦ プロビジョンド料⾦

Linux

2 vCPU / 4 GB $0.005 / 分 $0.003 / 分

4 vCPU / 8 GB $0.01 / 分 $0.006 / 分

8 vCPU / 16 GB $0.02 / 分 $0.012 / 分

Windows
4 vCPU / 8 GB - $0.0108 / 分

8 vCPU / 16 GB - $0.0216 / 分

OS インスタンスタイプ オンデマンド料⾦ プロビジョンド料⾦

Linux

2 vCPU / 4 GB - $0.12 / 時間

4 vCPU / 8 GB - $0.24 / 時間

8 vCPU / 16 GB - $0.46 / 時間

16 vCPU / 32 GB - $0.92 / 時間

• Dev Environment 合計ストレージ容量: $0.05 / GB-⽉

• Source repository, Package, Attachment (Issue) 合計ストレージ容量: $0.08 / GB-⽉

• データ転送 (アウト): EC2 データ転送料⾦に準ずる

• Workflow コンピュート時間 • Dev Environment 稼働時間

https://codecatalyst.aws/explore/pricing

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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Tier と利⽤可能な機能 ※2023 年 12 ⽉時点
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⼀部 Tier でのみ利⽤可能な機能や選択可能なリソースが存在する

機能・リソース Free tier Standard tier Enterprise tier

Custom blueprints No No Yes

Workflowにおける
プロビジョンドコンピュート利⽤ No Yes Yes

Dev Environmentあたりの
ストレージ容量 16 GB 16 GB, 32 GB, 64 GB 16 GB, 32 GB, 64 GB

利⽤可能なインスタンスタイプ
(Linux) 2 vCPU / 4 GB

2 vCPU / 4 GB
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

2 vCPU / 4 GB
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

利⽤可能なインスタンスタイプ
(Linux, Windows) 2 vCPU / 4 GB*

2 vCPU / 4 GB*
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

2 vCPU / 4 GB*
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

Amazon Q による機能開発 No Yes Yes

https://codecatalyst.aws/explore/pricing * Linux のみ

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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まとめ
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CodeCatalystはクラウドにおけるアプリケーション開発に必要なツールを
統合して提供するマネージドサービス

まとめ
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CodeCatalyst: 統合ソフトウェア開発サービス

11

計画

プロジェクト
管理

コラボレー
ション

コード

ビルド

テスト

デプロイ…

üマネージド
üオールインワン
ü統合されている
üセキュリティ重視
üフレキシブル
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CodeCatalystの全体像
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AWS Builder ID / AWS IAM Identity Center

Space

AWS アカウント

Project

Source repository

Issue

Workflow

Dev Environment

…

Blueprint

作成 接続
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Thank you!
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削除可


